
県

営

圃

場

整

備

事

業

，

那
市
手
界
地
５

南 伊

信 那
土
市

７

，

教

育

委

員

会

地

改

良

事

務

所



序

城
館
跡
を
含
め
た
遺
跡
は
各
々
の
地
域
で
の
政
治

。
経
済

。
文
化

。
軍
事
等

々
の
各
種
の
方
面
か
ら
み
て
、
重
要
な
担
い
手
で
あ
り
、
か
つ
、
各
々
の
地
域

で
の
各
々
の
地
域
史
を
ひ
も
と
く
の
に
好
資
料
で
あ
る
こ
と
を
何
人
も
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
遺
跡
な
く
し
て
は
地
域
の
歴
史
は
語
れ
な
い

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
我
が
国
は
急
激
な
経
済
発
展
を
遂
げ
、
こ
の
動
勢
は
こ
の
伊
那
市

ヘ

も
怒
濤
の
如
く
に
及
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ど
と
も
に
、
各
地
に
新
し
い
開
発

の
波
が
浸
透
し
、
貴
重
な
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
、
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
状

で
す
。
こ
れ
ら
を
保
存
し
、
後
世
の
人
々
に
残
し
て
お
く
こ
と
は
現
代
生
き
る

我
々
の
責
務
と
思
い
ま
す
。

こ
の
発
掘
調
査
は
、
長
野
県
南
信
土
地
改
良
事
務
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
県

営
圃
場
整
備
事
業
に
よ
っ
て
い
る
。
梅
雨
時
か
ら
猛
暑
に
か
け
て
発
掘
調
査
に

努
力
、
精
励
さ
れ
た
団
長
友
野
良

一
先
生
、
調
査
員
各
位
、
作
業
員
各
位
、
調

査
の
進
行
に
多
大
な
便
宜
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
南
信
土
地
改
良
事
務
所
職
員

一
同
、
地
元
土
地
改
良
区
役
員
、
地
権
者
各
位
に
対
し
、
心
よ
り
深
く
感
謝
を

致
す
と
と
も
に
厚
く
御
札
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
穫
ら
れ
た
成
果
並
び
に
知
見
に
つ
い
て
は
、

こ
の
報
告
書
の
一
読
を
願
い
つ
つ
、
今
後
、
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

序
と
致
し
ま
す
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
長
　
任
鴇
沢
　
　
一
一雄
一

例

几

一
、
今
回
の
発
掘
調
査
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
な
う
、
土
地
改
良
事
業

で
、
第

一
次
緊
急
発
掘
調
査
に
も
と
づ
く
報
告
書
と
す
る
。

二
、
こ
の
調
査
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
に
伴
な
う
緊
急
発
掘
で
、
事
業
は
長

野
県
南
信
土
地
改
良
事
務
所
の
委
託
に
よ
り
、
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
発

掘
調
査
団
を
結
成
し
て
実
施
し
た
。

三
、
本
調
査
は
、
昭
和
六
十
年
度
中
に
業
務
を
終
了
す
る
義
務
が
あ
る
た
め

報
告
書
は
図
版
を
主
体
と
し
、
文
章
記
述
も
で
き
る
だ
け
簡
略
に
し
、
資

料
の
再
検
討
は
後
日
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
。

四
、
本
文
執
筆
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
担
当
し
た
項
目
の
末
尾
に
氏

名
を
記
し
た
。
飯
塚
政
美

◎
図
版
作
成
者

◎
遺
構
お
よ
び
地
形友
野
良

一　
飯
塚
政
美

◎
土
器
及
び
石
器
実
測
図
飯
塚
政
美

◎
写
真
撮
影

◎
発
掘
及
び
遺
構

。
遺
物

友
野
良

一　
飯
塚
政
美

五
、
本
報
告
書
の
編
集
は
主
と
し
て
、
伊
那
市
教
育
委
員
会
が
あ
た
っ
た
。

六
、
遺
物
及
び
図
面
類
は
伊
那
市
考
古
資
料
館
に
保
管
し
て
あ
る
。



一　

発
掘
調
査
の
経
緯

手
良
地
区
の
土
地
改
良
事
業
は
昭
和
五
十
二
年
度
に
中
坪
地
区
で
最
初
に
着

手
致
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
伴
な
っ
て
砂
場
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
致
し

ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
中
坪
区
上
村
部
落
の
水
田

一
帯
が
土
地
改
良

事
業
区
内
に
含
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
、
事
業
実
施
前
に
施
工
地
区
内
に
存
在
す

る
上
村
遺
跡
の
緊
急
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
度
事
業
地
区
内

は
手
良
八
ツ
手
地
区
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
堤
林

。
島
崎
両
遺
跡
が
含
ま
れ
て

お
り
、
夏
場
に
発
掘
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
六
月
七
日
　
南
信
土
地
改
良
事
務
所
長
と
伊
那
市
長
と
の
間
で

『埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
委
託
契
約
書
』
を
締
結
し
、
契
約
後
、
た
だ

ち
に
発
掘
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
発
掘
調
査
に
着
手
す
る
前
に
伊
那
市
教
育

委
員
会
を
中
心
に
し
て
堤
林

σ
島
崎
遺
跡
発
掘
調
査
会
を
結
成
し
、
こ
の
中
に

調
査
団
を
含
め
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
調
査
の
組
織

堤
林

・
島
崎
遺
跡
発
掘
調
査
会

調
査
委
員
会

調
査
事
務
局
　
飯
塚
　
政
美
　
伊
那
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任

″　
　
　
高
木

い
づ
み
　
　
　
″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工ヽ
事

発
掘
調
査
団

長
　
友
野
　
良

一
　

日
本
考
古
学
協
会
会
員

団
　
長
　
根
津
　
清
志
　
長
野
県
考
古
学
会
会
員

〃
　
　
　
御
子
柴
泰
正
　
　
　
″

査
　
員
　
福
沢
　
幸

一　
　

　

″

″
　
　
　
飯
塚
　
政
美
　
日
本
考
古
学
協
会
会
員

″
　
　
　
小
池
　
　
孝
　
　
　
″

〔作
業
員
名
簿
〕
　

酒
井
岩
夫
　
池
上
大
三
　
一二
沢
寛
　
大
野
田
英
　
大
野

田
三
千
代
　
埋
橋
程
三
　
後
藤
重
美
　
酒
井
と
し
子
　
柴
佐

一
郎
　
登
内
政
光

小
松
善
恵
　
伊
藤
勝
　
登
内
昇
　
網
野
実
子

（敬
称
略
順
不
同
）

〓
一　
位
　
置

堤
林
遺
跡
、
島
崎
遺
跡
は
、
長
野
県
伊
那
市
手
良
八
ツ
手
竹
の
内
部
落
に
所

在
す
る
。
遺
跡
地
ま
で
の
道
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
国
鉄
伊
那
北
駅
で
下
車

し
、
東
側
三
〇
〇

ｍ
程
行
く
と
天
竜
川
が
南
北
に
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川
に
か

か
っ
て
い
る
二
条
橋
を
渡
っ
て
、
直
進
二
〇
〇

ｍ
程
東
へ
行
く
と
、
三
叉
路
の

交
差
点
が
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
を
左
折
し
て
、
進
路
を
北
に
と
っ
て
直
進
し
て

い
く
と
、
手
前
よ
り
上
牧
、
野
底
、
福
島
の
集
落
が
道
路
を
は
さ
ん
で
西
、
東

に
点
在
し
て
い
る
。
福
島
の
集
落
の
北
は
ず
れ
に
東
か
ら
西
へ
瀬
沢
川
が
流
れ

て
お
り
、
こ
の
川
を
は
さ
ん
で
南
側
は
伊
那
市
福
島
、
北
側
は
箕
輪
町
福
与
と

な
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
行
政
体
の
境
界
線
に
な
っ
て
い
る
。
箕
輪
町
卯
ノ
木
集

落
の
南
端
の
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
を
右
折
し
て
、
約

一
ｋｍ
程
行
く
と
、
八
ツ

委
　
員
　
長
　
伊
沢

副

委

員

長
　
北
村

委
　
　
　
員
　
山
口

調
査
事
務
局
　
村
山

″
　
　
　
蟹
沢

″
　
　
　
柘
植

″
　
　
　
宮
原

伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
長

伊
那
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長

伊
那
市
教
育
委
員
会
委
員
長

伊
那
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

″
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課
長

″
　
　
　
　
　
　
　
″
　

課
長
補
佐

″
　
　
　
　
　
　
　
″
　

係
長

典 幸   一
強 晃 人 義 豊 誠 雄

調 副 団
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手
部
落
が
あ
る
。
堤
林
遺
跡
は
真
宗
寺
の
南
側
に
、
島
崎
遺
跡
は
八
ツ
手
公
民

館
の
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
て
い
る
。

四
　
地
形

・
地
質

堤
林
遺
跡
、
島
崎
遺
跡
の
両
遺
跡
は
と
も
に
入
ツ
手
川
に
面
し
て
い
る
。
前

述
し
た
微
地
形
を
述
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
堤
林
遺
跡
は
東
か
ら
西

へ
傾
斜
す
る
山
麓
扇
状
地
の
扇
端
部
に
該
当
し
、
標
高
は
六
三
十

ｍ
～
六
五
十

ｍ
位
を
測
る
。
島
崎
遺
跡
は
北
か
ら
南

へ
傾
斜
す
る
山
麓
扇
状
地
の
扇
端
部
に

含
ま
れ
、
標
高
は
六
二
十

ｍ
～
六
〇
〇

ｍ
位
を
測
定
で
き
る
。
両
遺
跡
と
も
八

ツ
手
川
と
の
比
高
差
は
五

ｍ
位
あ
る
。
八
ツ
手
川
は
最
終
的
に
瀬
沢
川
と
合
流

し
、
天
竜
川
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

い
わ
ば
天
竜
川
の
支
流
の
支
流
で
あ
る
。

次
に
両
遺
跡
の
地
質
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
双
方
の
遺
跡
は
前
述
し

た
よ
う
に
山
麓
扇
状
地
の
一扇
端
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
後
方
か
ら
の
押
し
出

し
に
よ
る
堆
積
土
が
厚
く
覆

っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、　
ロ
ー
ム
層
に
達
す
る
に

は
平
均
的
に
み
て
、
表
土
面
か
ら
二

ｍ
位
下
層
ま
で
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

堆
積
土
の
成
因
が
押
し
出
し
に
よ

っ
て
い
る
た
め
に
、
大
部
分
の
土
層
に
砂

質
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
層
位
は
上
か
ら
耕
土
、黒
土
、黒
砂
褐
色
土
、
茶

砂
褐
色
土
、
黄
砂
褐
色
土
、
ロ
ー
ム
層
の
順
に
な

っ
て
い
た
。

五
　
周
辺
遣
跡
の
歴
史
的
環
境

手
良
地
区
は
伊
那
市
東
部
地
区
に
含
ま
れ
、
天
竜
川
左
岸
地
域
に
あ
た
っ
て

い
る
。
こ
の
地
域
は
天
竜
川
に
よ
る
河
岸
段
丘
と
、
天
竜
川
の
支
流
で
あ
る
三

峰
川
と
棚
沢
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
と
、
一扇
状
地
が
存
在
し
、
そ

の
上
を
厚
い
ロ
ー
ム
層
が
覆

っ
て
い
る
。

次
に
遺
跡
分
布
の
状
態
を
考
え
て
み
よ
う
。
棚
沢
川
周
辺
に
濃
密
な
遺
跡
の

点
で
結
ぶ
分
布
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
手
良
の
名
が
文
献
上
に
初
め
て
登
場
す

る
の
は
平
安
時
代
承
平
五
年

（九
二
五
）
倭
名
類
衆
砂
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文

献
の
な
か
に
手
良
郷
の
存
在
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
中
坪
区
の
北
端
、
竜
ノ
沢

川
の
上
流
に
大
百
済
毛
、
小
百
済
毛
と
い
う
地
名
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
の
場

所
付
近
に
古
代
の
手
良
公
と
称
す
る
帰
化
人
が
居
住
し
て
い
た
と
伝
承
さ
れ
て

い
る
。
手
良
に
散
在
す
る
遺
跡
数
は
、
約
五
十
ヵ
所
に
近
い
数
値
を
示
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
棚
沢
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
面
、
一扇
状
地
面
に
存

在
し
て
い
る
。
棚
沢
川
は
伊
那
山
脈
鉢
伏
山

（
一
四
五
五
ｍ
）
に
源
を
発
し
、

全
長
約
九
ｋｍ
を
流
れ
て
、
福
島
区
で
、
天
竜
川
に
合
流
す
る
。

手
良
に
お
け
る
縄
文
早
期
遺
跡
と
し
て
は
浜
弓
場
、
所
洞
、
ワ
ラ
ン
ベ
、
松

太
郎
窪
が
あ
げ
ら
れ
る
。
縄
文
中
期
の
遺
跡
と
し
て
所
洞
、
辻
垣
外
、地
神
原
、

宮
の
平
、
東
松
、
鳴
神
、
狐
垣
外
、
松
太
郎
窪
等
々
が
あ
げ
ら
れ
、
縄
文
晩
期

に
は
火
葬
墓
と
み
ら
れ
る
野
口
遺
跡
が
あ
る
。
南
垣
外
か
ら
は
平
安
時
代
の
灰

釉
胸
器
長
頸
瓶
と
人
骨
が
出
土
し
た
。
南
垣
外
か
ら
福
島
地
籍
ま
で
約

一
・
五

師
の
広
い
一
帯
は
手
良
郷
の
中
心
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で

最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
福
島
遺
跡
で
あ
る
。

笠
原
堂
垣
外
遺
跡
か
ら
は
古
式
土
師
器
の
良
好
な
セ
ッ
ト
と
住
居
址
が
発
見

さ
れ
、
ま
た
、
か
つ
て
は
、
矢
塚
、
山
伏
塚
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
た
が
、
現

在
は
消
滅
し
て
い
る
。
山
伏
塚
に
は
石
棒
や
石
製
品
を
八
～
九
本
立
て
て
、
雁

高
大
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
か
な
り
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
浜
弓
場
遺
跡
の
南
側
に
あ
る
貯
水
用
堤
造
成
の
時
に
、
多
量
の
人
骨
が
出

土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
堤
林

。
島
崎
遺
跡
付
近
に
は
中
世

。
近
世
に
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第 1図 位置及び遣跡分布図

遺 跡 の 名 称

①沢  山 ⑩矢 塚 ⑩東  松 ②小百済毛 ⑩六 道 原 ⑪辻 西幅 ⑫林  越
②ヨキトギ ⑪野 口よ田 ⑩古八幡 ④近  洞 ①野  口 ⑮島  崎 ⑩菅  窪
③蟹沢桜林 ⑫金  山 ④鍛治垣外 ⑩上  村 ①下手良中 ①堤  林 ⑦富士塚
④ワランベ ⑬竜 の沢 ②中 原 ①社 宮地  原   ①山の 田 ①古屋敷
⑤入 林 ⑭鳴  神 ④石 見堂 ①宮の平 ⑩大  原 ④神 手 原 ⑩城  山
⑥大 上 ⑮山伏塚 ②二十 平 ⑫砂  場 ⑩松太郎窪 ⑩日向畑 ⑦浜 弓場
⑦狐垣 外 ⑩丸  山 ⑮地神 原 ⑬清水 洞 ⑪南垣 外 ⑩笠原堂垣外
③′鳥ノ宮 ①向  田 ④小萩 原 ⑭郷 の坪 ⑫角  城 ①堤  下
⑨辻垣 外 ⑬堂 垣 外 ②大百済毛 ①柿の木 ⑬垣  外



関
連
し
た
城
跡
、
神
社
、
堂
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、′
そ
れ
を
記
し
て
み
る
。

登
内
の
城
、
小
松
の
城

（北
側
は
八
ツ
手
川
が
崖
下
を
流
れ
、
こ
の
川
は
屈

曲
し
、
西
側
に
流
れ
、
南
側
は
自
然
の
沢
。
平
山
式
館
城
単
郭
雑
形
、
大
手
は

東
側
、
小
松
某
の
城
主
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
城
内
に
稲
荷
社
を
祀
る
。
碑
が

一　

発
掘
日
誌

昭
和
六
十
年
七
月
八
日

（月
）

雨
時
々
曇
　
雨
降
り
だ
っ
た
の
で
、
伊
那

市
考
古
資
料
館
で
発
掘
器
材
の
整
備
を

一
日
か
け
て
実
施
す
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
九
日

（火
）

晴
　
昨
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨
が
、
う
そ

の
よ
う
に
晴
れ
、
梅
雨
あ
け
の
よ
う
な
天
気
と
な
っ
た
。
伊
那
市
考
古
資
料
館

か
ら
発
掘
現
場
へ
発
掘
器
材
を
運
搬
す
る
。
午
後
、
島
崎
遺
跡
と
提
林
遺
跡
ヘ

テ
ン
ト
を
建
て
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
日

（水
）

晴
時
々
曇
、
雨
　
午
前
中
は
小
松
の
城
の

対
岸
付
近
の
最
南
部
の
荒
地

。
桑
畑
の
草
苅
り
を
実
施
す
る
。
午
後
は
畑
地
の

北
側
の
水
田
で
、
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
す
る
。
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
内
耳
土

器
片
と
鉄
釉
茶
碗
片
が
出
土
し
た
。
水
田
下
約

一
ｍ
位
で
、
砂
層
が
堆
積
し
て

お
り
、
水
が
湧
き
出
し
、
遺
構
の
検
出
は
の
ぞ
め
な
い
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
二
日

（金
）
曇
時
々
晴
　
草
苅
り
を
実
施
し
た
地
区
の

グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
す
る
。
八
ツ
手
川
に
面
し
た
地
点
で
、
縄
文
晩
期
土
器
片
が

数
点
出
土
し
た
。
約

一
ｍ
五
十
ｃｍ
下
で
、
砂
層
の
堆
積
が
多
く
、
水
が
出
て
き

あ
り
、
そ
の
銘
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「寿
永
三
歳
八
月
朔
日
　
壼並
山
寺
伝
大

居
士
　
国
家

一
翁
常
夏
信
士
し

寺
院
と
し
て
は
真
宗
寺

（有
住
）、
竹
之
内
薬
師
堂

（無
住
）、
宗
明
寺

（無

住
）
が
あ
る
。
神
社
と
し
て
は
松
尾
社
、
神
明
社
が
あ
る
。

（飯
塚
政
美
）

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
る
た
め
、
遺
構
検
出
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い

も
の
と
思
わ
れ
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
五
日

（月
）
晴
　
本
日
は
久
し
ぶ
り
の
晴
天
で
あ
っ
た
。

夕
方
、
梅
雨
あ
け
宣
言
が
出
た
。
本
日
は
薬
師
堂
の
北
側
ヘ
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を

入
れ
る
。
耕
土
が
浅
く
、
十
ｃｍ
位
で
あ
っ
た
。
中
世
陶
磁
器
片
の
出
土
が
若
干

あ
っ
た
が
、
遺
構
の
検
出
は
何
も
な
か
っ
た
。
薬
師
堂
の
近
く
の
グ
リ
ッ
ト
か

ら
地
場
層
よ
り
や
や
下
に
永
楽
通
宝
が

一
枚
出
土
し
た
。
水
田
下
に
埋
没
し
て

い
た
わ
り
に
は
緑
青
の
吹
き
出
し
が
少
な
か
っ
た
。
午
後
は
テ
ン
ト
を
設
営
し

た
場
所
よ
り
北
側
の
水
田
及
び
東
側
、
さ
ら
に
、
前
日
実
施
し
た
地
区
の
東
側

ヘ
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
す
る
。
表
土
下

一
ｍ
位
で
、
砂
層
の
堆
積
が
厚
く
、

遺
構
の
検
出
は
の
ぞ
め
な
い
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
～
昭
和
六
十

一
年

一
月
　
図
面
づ
整
理
、
原
稿
執
筆
、

報
告
書
の
編
集

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所
へ
送
る
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

堤

林

跡
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二
　
遺
　
構

今
回
の
調
査
で
は
遺
構
の
検
出
は
何
も
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
後

方
の
山
麓
の
押
し
出
し
が
強
く
、
定
住
生
活
を
営
む
に
は
不
適
当
な
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
と
推
測
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

も
、、、Ｔ
．∫

Ｌ
争
ヽ

一日〓百」Ｊ昨．．」Ξ雨〉

□
　
□
　
ロ

ク
　

ロ

□

「
Ｊ

□

□
　
□

□

象

、
ノ

％
　
笏

ら

し

一一〓
ニ
ニ
ア
」

．̈、Ｆゞ
でヽヽヽヽ
ぶミミミ

詩マ

黎̈L

観

ゞ
ゞ

ヽ

□ □  □

□

シ.

％
耗

第 2図 地形及びグリット配置図(1:1,000)
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〓
一　
遺
　
物
　
　
（第
３
～
４
図
、
図
版
４
～
７
）

０
　
土
器
　

（第
３
図
、
図
版
５
）

（
１
）
は
器
厚
が
四
ｍｍ
～
五

ｍｍ
位
の
中
厚
手
の
土
器
に
属
し
て
お
り
、
わ
ず

か
に
内
反
す
る
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
日
縁
は
わ
ず
か
に
波
状
口
縁
を
呈
し

口
唇
は
若
千
九
味
を
成
し
て
い
る
。
文
様
は
口
縁
に
沿
っ
て
ヘ
ラ
に
よ
る
沈
線

が
横
位
に
数
条
走
っ
て
い
る
。
そ
の
文
様
の
入
り
具
合
は
若
干
工
字
文
風
に
な

っ
て
い
る
。
黒
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
雲
母
を
含
み
、
焼
成
は
普
通
で
あ
る
。

縄
文
晩
期
後
半
の
大
洞
Ａ
式
に
属
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
の
土
器
片

は
ほ
ぼ

（
１
）
と
同
様
で
あ
る
。

（
３
）
は
外
面
に
無
数
に
、
さ
ら
に
不
規
則
に
貝
殻
条
痕
文
を
配
し
て
あ
る

②
　
古
銭
　

（第
４
図
、
図
版
４
）

竹
之
内
薬
師
堂
の
裏
、
水
田
の
地
場
層
直
下
よ
り
出
土
し
た
永
楽
通
宝
で
あ

る
。
地
中
に
埋
没
し
て
い
た
割
に
は
緑
青
の
吹
き
出
し
が
極
め
て
少
な
い
。
お

そ
ら
く
鋳
造
す
る
時
に
良
質
の
銅
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
　
陶
磁
器

（図
版
６
～
７
）

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
陶
磁
器
は
全
部
で
五
十
片
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
内

訳
は
大
部
分
が
近
世
で
、
数
片
で
は
あ
る
が
、
室
町
中
期
、
室
町
後
期
の
も
の

が
含
ま
れ
て
い
た
。
出
土
し
た
主
な
る
も
の
を
第

一
表
に
記
し
た
。
三
片
で
は

あ
る
が
須
恵
器
片
が
含
ま
れ
て
い
た
。

第

一
表
　
出
土
陶
磁
器

一
覧

岬

写 F':
10cm)

第 3図 土器拓影

焼 黒殻顕 器
  成 褐

で
  ⌒ 条著 の
  は 色

あ
   4痕に 甕
  普 を

ろ
|う 認 で V文

通 呈は のi °め あ   。
し極 一ら る

  縄 ｀れ
°
め 派
文 少て と

｀
表
  晩 量国 面 外 思
期 の反 わ分 に

  終 長の れ
第 4図 古銭拓影

         末 石
期 カ
強 るの キ
  期 を

: 1)        

υ、 
。

(1
土 目
  の 含土師 痕
  貝 み器 が 師

ililrilil7ttilililil6 図
版

12 11 10 9  8  7  6  5  4  3  2  1

伊 古 瀬 瀬 瀬 古 瀬 瀬 瀬 瀬 瀬 瀬

番
号
　
　
名
　
　
　
称

戸
鉄
釉
摺
鉢

戸
鉄
釉
行
平

戸
鉄
釉
招
鉢

戸
鉄
釉
燈
明
皿

戸
灰
釉
碗

戸
灰
釉
小
杯

瀬
戸
灰
釉
四
耳
壺

戸
灰
釉
燈
明
皿

戸
灰
釉
碗

戸
鉄
釉
よ
ろ
い
茶
碗

瀬
戸
鉄
釉
稜
皿

万
里
染
付
半
筒

江
戸
中
期

十
九
世
紀

十
九
世
紀

十
九
世
紀

十
八
世
紀
後
半

十
八
世
紀
後
半

十
五
世
紀

十
八
世
紀
後
半

十
七
世
紀
中
葉

十
八
世
紀
後
半

十
六
世
紀
前
半

十
九
世
紀
前
半

時
　
　
期

外
面
に
炭
化
物
付
着

口
縁
部

底
部
口
縁
部

口
縁
部

底
部

大
窯
期 備

考
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四
　
ま
と
め

梅
雨
の
晴
れ
間
を
ぬ
っ
て
の
調
査
で
あ

っ
た
た
め
に
、
発
掘
調
査
の
作
業
進

行
上
、
悪
い
面
が
重
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
調
査
を
実
施
し
た
地
区
は
前
述
し
た

よ
う
に
、
下
部
地
層
は
湿
地
帯
に
、
上
部
地
層
は
山
麓
の
押
し
出
し
に
よ
る
砂

層
よ
り
組
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
湿
地
帯
よ
り
縄
文
晩
期
土
器
片
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
か
つ
て
は
晩
期
の
湿
田
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て
、
晩
期
の
居
住
地
は
も
う
少
し
北

へ
よ

っ
た
微
高
地
付
近
に
存
在
し

た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
今
回
、
こ
の
地
域
は
土
地
改
良
事
業
地
区
外
で
あ

っ
た

た
め
に
、
発
掘
調
査
は
で
き
な
か
っ
た
。

竹
之
内
薬
師
堂
の
す
ぐ
近
く
よ
り
永
楽
通
宝
が
出
土
し
た
。

こ
の
古
銭
は
中

国
明
帝
国
第
二
代
永
楽
帝
政
の
時
に
鋳
造
さ
れ
て
い
る
。
鋳
造
年
代
は

一
四
三

十
年
代
で
あ
り
、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
満
が
行

っ
た
日
明
貿
易

（
い
わ

ゆ
る
勘
合
符
貿
易
）
の
時
に
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

銭
は
流
通
経
済
が
急
激
な
発
達
を
と
げ
た
戦
国
時
代
頃
に
は

一
般
民
衆
に
も
か

な
り
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戦
国
期
に
は
六
文
銭
の
葬
法
が
あ
る
程
度
定
着
化
し
は
じ
め
る
。
今
回
、
永

楽
通
宝
が
出
土
し
た
地
点
が
堂
に
近

い
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
葬
法
に
使
用
し
た

六
文
銭
の

一
枚
か
も
知
れ
な
い
が
、
発
掘
調
査
時
に
土
墳
が
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
説
も
結
論
化
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

出
土
陶
磁
器
を
み
て
み
る
と
、
大
部
分
は
江
戸
時
代
中
期
頃
で
、
わ
ず
か
に

室
町
中
期
、
室
町
後
期
の
も
の
が
混
じ

っ
て
い
る
。
室
町
期
の
も
の
は
遺
跡
地

の
す
ぐ
南
側
、
八
ツ
手
川
を

へ
だ
て
て
存
在
す
る
小
松
の
城
と
関
係
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

近
世
の
燈
明
皿
の
出
土
は
竹
之
内
薬
師
堂
、
あ
る
い
は
松
尾
社
と
関
係
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
社
寺
崇
拝
は
衰
退

し
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
江
戸
中
期
頃
に
は
か
な
り
盛
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
常
雑
器
で
あ
る
招
鉢
、
行
平
、
碗
、
茶
碗
等
々
の
出
土
は
庶
民
の
日
常
生

活
を
実
証
す
る
の
に
好
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
日
常
雑
器
の
出
土
し
た
地
点

は
、
現
在
は
、
家
屋
が
全
く
な
く
、
た
だ
水
田
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

陶
磁
器
編
年
代
か
ら
し
て
江
戸
中
期
頃
に
は
庶
民
の
民
家
が
実
在
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
民
家
滅
亡
後
、
水
田
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

陶
磁
器
鑑
定
は
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
学
芸
課
長
柴
垣
勇
夫
氏
、
同
館
学
芸
員

井
上
喜
久
男
氏
、
仲
野
泰
裕
氏
に
依
頼
し
た
。

こ
こ
に
三
氏
に
対
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）



t,‐ 1

図版 1

|‐ |■   ‐ ｀      |..| ,11■
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遺跡地を東側よりVLむ

図版 2 発掘調査を実施 したグリット
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図版 4 古銭出土状況



5

図版 6 出土陶磁器
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遺

一　

発
掘
日
誌

昭
和
六
十
年
七
月
九
日

（火
）

晴
　
伊
那
市
考
古
資
料
館
か
ら
島
崎
遺
跡

へ
発
掘
器
材
を
運
搬
す
る
。
午
後
、
島
崎
遺
跡
の
現
地
ヘ
テ
ン
ト
を
建
て
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
六
日

（火
）

晴
　
堤
林
遺
跡
よ
リ
テ
ン
ト
及
び
発
掘

器
材
を
運
搬
し
、
七
月
九
日
に
建
て
た
テ
ン
ト
の
南
へ
、
南
北
に
長
く
も
う

一

張
、
テ
ン
ト
を
建
て
る
。
テ
ン
ト
の
内
が
い
つ
も
整
理

。
整
頓
が
ゆ
き
と
ど
く

よ
う
に
随
所
に
棚
を
設
け
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
七
日

（水
）

晴
　
八
ツ
手
川
に
面
し
た
最
南
端
の
水

田
へ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
す
る
。
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施

す
る
前
に
ラ
イ
麦
が
茂
げ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
苅
り
取
る
。
午
後
は
南
側

か
ら
二
枚
目
の
水
田
の
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
す
る
。
表
土
面
か
ら

一
ｍ
位
下

っ
た
面
よ
り
砂
層
の
堆
積
が
厚
く
覆
っ
て
い
た
。
二
枚
目
の
水
田
の
地
場
層
直

下
の
層
よ
り
、
か
な
り
多
量
の
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
の
陶
磁
器
片
の
出
土
が

あ
っ
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
燈
明
皿
、
皿
等
々
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
十
八
日

（木
）

晴
　
下
か
ら
三
枚
目
の
水
田
の
草
刈
り

を
実
施
し
、
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
、
掘
り
は
じ
め
る
。
全
般
的
に
耕
土
は
深
く

五
十
ｃｍ
程
も
あ
っ
た
。
近
世
の
陶
器
片
が
出
土
し
た
。
水
田
の
う
ち
で
、
西
側

に
よ
っ
た
方
に
や
や
多
く
遺
物
が
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
二
日

（月
）

晴
　
一不
明
寺
の
存
在
し
た
す
ぐ
近
く

跡
の
水
田
を
掘
り
は
じ
め
る
。
水
田
の
西
側

一
帯
に
南
北
に
長
い
帯
状
の
落
ち
込

み
が
み
ら
れ
た
。
午
後
よ
り
こ
の
落
ち
込
み
付
近
を
拡
張
す
る
。
落
ち
込
み
付

近
よ
り
招
鉢
の
破
片
が
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
三
日

（火
）

晴
　
昨
日
、
検
出
さ
れ
た
帯
状
の
落

ち
込
み
を
精
査
す
る
に
、
ど
う
も
自
然
的
に
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
強
く
な

っ

た
。
午
後
は
登
内
勲
氏
宅
の
す
ぐ
西
側
の
水
田
で
た
め
し
掘
り
を
す
る
。
さ
ら

に
そ
の
水
田
の
北
側
の
道
に
沿

っ
た
麦
畑
、
テ
ン
ト
を
建
て
た
水
田

へ
、
そ
れ

ぞ
れ
グ
リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
し
て
み
る
。
若
干
の
陶
器
片
が
出
土
し
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
四
日

（水
）

晴
　
登
内
勲
氏
宅
の
西
側
の
水
日
と

そ
の
北
側
の
水
田

ヘ
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
入
れ
て
耕
土
剥
ぎ
を
実
施
す
る
。
耕
土

を
剥
い
だ
あ
と
、
た
だ
ち
に
、
登
内
勲
氏
宅
の
西
側

ヘ
グ
リ
ッ
ト
を
打
ち
、　
一

つ
お
き
に
掘
り
は
じ
め
る
。
若
干
、
陶
器
片
が
出
土
し
た
。
こ
の
水
田
の
最
も

東
、
北
よ
り
の
隅
に
黒
い
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、
何
か
の
遺
構
と
思
わ
れ
た
の

で
拡
張
を
す
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
五
日

（木
）

晴
　
前
日
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
拡

張
及
び
掘
り
下
げ
を
進
め
て
い
く
。
夕
方
ま
で
に
、
ほ
ぼ
完
掘
す
る
。
底
面
よ

り
、
水
が
吹
き
出
し
て
く
る
こ
と
か
ら
し
て
、
集
落
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
水

溜
め
に
利
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
か
か
ら
内
耳
土
器
片
が
出
土
。

西
方
の
グ
リ
ッ
ト
を
掘
り
進
め
て
い
く
と
独
猫
石
が
出
土
し
た
。
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昭
和
六
十
年
七
月
二
十
六
日

（金
）

晴
　
水
溜
め
付
近
の
西
側

一
帯
の
グ

リ
ッ
ト
掘
り
を
実
施
し
、
柱
穴
群
の
発
見
に
つ
と
め
る
が
何
も
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
午
後
は
道
に
面
し
た
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
、
掘
り

進
め
て
い
く
。
遺
物
は
若
千
出
土
し
た
が
、
柱
穴
群
の
検
出
は
な
か
っ
た
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
九
日

（月
）

晴
　
水
溜
め
遺
構
の
平
面
及
び
断
面

実
測
を
終
え
る
。
水
溜
め
遺
構
の
清
掃
及
び
写
真
撮
影
を
終
え
る
。

昭
和
六
十
年
七
月
二
十
日

（火
）

晴
　
道
具
の
あ
と
か
た
づ
け
を
す
る
。

テ
ン
ト
を
こ
わ
し
、
発
掘
器
材
の
水
洗
い
を
す
る
。
本
日
を
も
っ
て
現
場
の
作

業
を
終
了
す
る
。
発
掘
器
材
の
運
搬
を
す
る
。

昭
和
六
十
年
十
二
月
～
昭
和
六
十

一
年

一
月
　
図
面
の
整
理
、
原
稿
執
筆
、

報
告
書
の
編
集

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
印
刷
所

へ
送
る
。

昭
和
六
十

一
年
二
月
　
報
告
書
を
刊
行
す
る
。

二
　
遣
　
構

（第
２
図
、
図
版
６
）

今
回
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た
の
は
中
世
水
溜
め
遺
構

一
基
だ
け
で
あ
っ
た
。

調
査
を
実
施
し
た
時
点
で
、
縄
文
土
器
片
、
中
世
陶
磁
器
片
、
近
世
陶
磁
器
片

等
々
合
わ
せ
て
、
か
な
り
の
量
が
出
土
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
は
、前
述

し
た
時
代
の
遺
構
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ
た
土
地
造
成
の
時
に
少
し
づ
つ
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
現
存
し
な

い
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

今
回
検
出
さ
れ
た
中
世
水
溜
め
遺
構
は
中
世
村
落
の
一
端
を
想
定
で
き
る
極

め
て
貴
重
な
遺
構
で
あ
り
、
単
に

一
基
だ
け
検
出
さ
れ
た
だ
け
だ
と
言
う
考
え

は
捨
て
て
、
こ
の
遺
構
を
通
し
て
、
中
世
村
落
の
広
が
る
範
囲
を
考
え
て
み
る

必
要
性
が
高
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

①
　
水
溜
め
遺
構

（第
２
図
、
図
版
６
）

こ
の
遺
構
は
今
回
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
北
東
の
一
角
に
検
出
さ
れ
て
い
る

こ
の
遺
構
か
ら
東

へ
十
ｍ
位
行
っ
た
所
に
は
宅
地
が
現
存
し
、
水
溜
め
遺
構
の

利
用
状
況
が
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

現
況
は
水
田
で
あ
り
、
こ
の
水
田
耕
作
表
土
面
よ
り
四
十
ｃｍ
位
下
っ
た
砂
質

状
の
ロ
ー
ム
層
を
掘
り
込
ん
で
、
こ
の
遺
構
を
構
築
し
て
あ
る
。
平
面
プ
ラ
ン

は
上
部
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
角
張
っ
た
地
点
を
認
め
る
が
、
全
体
的
に
は
円

形
状
を
呈
す
。
底
面
の
プ
ラ
ン
は
正
円
形
状
に
近
い
様
態
を
呈
す
。
そ
れ
ら
の

規
模
は
上
面
で
南
北
二
ｍ
五
ｃｍ
、
東
西
二
ｍ
四
十
八

ｃｍ
位
を
、
底
面
で

一
ｍ
二

十
三

ｃｍ
、
東
西

一
ｍ
三
十

ｃｍ
位
を
測
る
。
北
側
の
一
角
に
南
北
四
十
釧
、
東
西

一
ｍ
七
十

ｃｍ
位
の
規
模
で
、
隅
丸
長
方
形
状
の
テ
ラ
ス
状
遺
構
が
存
在
し
て
い

る
こ
れ
は
水
溜
め
遺
構
に
付
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

深
さ
は
五
十

ｃｍ
～
五
十
五

ｃｍ
位
を
測
る
。
壁
断
面
は
四
壁
と
も
、
や
や
湾
曲

状
を
呈
す
。
壁
面
の
下
半
分
部
は
砂
質
の
混
合
度
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、し
か

も
砂
質
自
体
の
粒
子
も
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
底
面
は
全
般
的
に
砂
質
層

よ
り
成
り
立
ち
、
や
や
凹
凸
が
あ
り
、
軟
弱
状
態
を
呈
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
か

ら
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
。

西
壁
か
ら
東
壁
に
か
け
て
、
上
面
に
大
小
様
々
な
砂

（花
同
岩

。
変
成
岩
）

を
置
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
壁
上
面
が
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
つ
。

構
築
当
時
に
は
礫
を
全
面
に
敷
き
つ
め
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

底
面
近
く
よ
り
内
耳
土
器
片
が
出
土
し
た
。
従
っ
て
、
中
世
の
遺
構
で
、
水

を
溜
め
て
、
飲
料
水
に
利
用
し
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
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第 1図 地形及び遺構配置図(1:1,000)



2ml

卜
‐、
米
ド
ヽ
２
や
殖
珊
ざ
が
〓
ヨ

〓
一　
遺
　
物
　
　
（第
３
～
５
図
、
図
版
７
～
１８
）

０

土
　
器
　

（第
３
図
）

今
回
、
発
掘
調
査
し
て
出
土
し
た
縄
文
中
期
土
器
片
は
数
片
だ
け
で
あ
っ
た

そ
の
他
、
出
土
し
た
土
器
は
中
世
内
耳
土
器
片
が
あ
っ
た
。
内
耳
土
器
は
細
片

で
あ
っ
た
の
で
今
回
は
図
面
上
に
は
掲
載
し
な
い
。

（
１
）
は
器
厚
が
十
二
ｍｍ
位
あ
り
、
極
め
て
厚
手
の
部
類
に
属
す
る
。
破
片

の
上
部
は
爪
形
状
の
刻
目
を
押
捺
し
、
中

。
下
部
に
は
二
本
の
沈
線
が
横
走
し

て
い
る
。
赤
褐
色
を
呈
し
、
少
量
の
長
石
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

（
２
）
は
器
面
全
体
に
わ
た
っ
て
剥
落
し
て
い
る
の
で
、
文
様
は
全
く
不
明

で
あ
る
。
色
調
、
胎
土
、
焼
成
は

（
１
）
と
同
様
で
あ
る
。

（
１
）
は
勝
坂
期

に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

"ヽ
水糸レベル標高707.1l m

第 2図 水溜め遺構実測図

第 3図 土器拓影

孵輝OⅦ
―

②

石

器

　

（第
４
～

５
図
、
図
版
１２
）

第
４
図
は
下
端
が
や
や
開
き

撥
形
を
呈
す
る
打
製
石
斧
で
あ

る
。
硬
砂
岩
を
利
用
し
て
い
花

刃
部
は
全
般
的
に
周
縁
に
及
び
、

剥
離
は
割
合
に
大
き
い
。
自
然

面
は
中
央
部
か
ら
右
下
端
に
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
。

第

５
図

は
グ

リ

ッ
ト
内

か
ら

第 5図 石器実測図
第 4図 石器実測図
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出
土
し
た
独
猫
石
で
あ
る
。
長
円
形
状
の
閃
緑
岩
を
利
用
し
て
あ
り
、
周
縁
及

び
全
面
に
わ
た
っ
て
丁
寧
に
磨
い
て
あ
る
。
両
側
の
突
端
部
は
破
損
し
て
い
る
。

中
央
部
付
近
は
極
端
に
凹
み
状
を
呈
し
て
い
る
。
凸
み
状
の
両
側
に
若
干
突
起

凹
状
に
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
は
全
周
し
た
状
態
を
成
し
て
い
る
。

③
一　
陶
磁
器

　

（図
版
７
～
１１
、
・３
～
‐８
）

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
陶
磁
器
片
は
全
部
で
二
〇
〇
片
程
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち

一
割
弱
は
中
世
陶
磁
器
片
、
残
り
は
近
世
の
も
の
で
あ
っ
た
。
出
土
し
た

主
な
る
も
の
を
第

一
表
に
記
し
た
。

第

一
表
　
出
土
陶
磁
器

一
覧

ililililil74ililililil73 図
版

12 11 10 9  8  7  6  5  4  3  2  1 番号

中
津
川
大
平
鉢

瀬
戸
灰
釉
こ
ね
鉢

瀬
戸
鉄
釉
招
鉢

古
瀬
戸
鉄
釉
招
鉢

瀬
戸
鉄
釉
招
鉢

古
瀬
戸
灰
釉
大
盤

古
瀬
戸
灰
釉
皿

瀬
戸
灰
釉
碗

古
瀬
戸
灰
釉
丸
皿

瀬
戸
灰
釉
仏
し
ょ
う
器

名

称

十
三
世
紀

十
八
世
紀

十
六
世
紀
前
半

十
七
世
紀
後
半

十
五
世
紀
後
半

十
六
世
紀
中
葉

十
八
世
紀
後
半

十
六
世
紀
前
半

十
九
世
紀

時
　
　
期

底
部

内
面
に
炭
化
物
付
着

口
縁
部

大
窯
Ｈ
期
（
日
縁
部
）

口
縁
部

底
部

大
窯
Ｈ
期
（
口
縁
部
）

底
部

備

考

/ 18 r il t r r 17 tt tt t t il 76 il tt il il tt 75 図版

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 番
号

瀬
戸
長
石
釉
鉢

瀬
戸
灰
釉
筒
形
三
足
香
炉

瀬
戸
灰
釉
茶
碗

瀬
戸
鉄
釉
燈
明
受
皿

瀬
戸
鉄
釉
茶
碗

瀬
戸
鉄
釉
行
平

古
瀬
戸
鉄
釉
甕

瀬
戸
鉄
釉
鍋

瀬
戸
鉄
釉
招
鉢

瀬
戸
御
深
井
釉
茶
碗

瀬
戸
染
付
茶
碗

伊
万
里
雪
輪
文
茶
碗

志
野
長
石
釉
皿

瀬
戸
灰
釉
香
炉

志
野
長
石
絵
瀬
戸

瀬
戸
天
ロ
ヒ
ョ
ウ
燭

瀬
戸
鉄
釉
三
足
香
炉

瀬
戸
鉄
釉
茶
碗

瀬
戸
灰
釉
燈
明
受
皿

白
磁
碗

称

名

十
八
世
紀
～
十
九
世
紀

十
八
世
紀
前
半

十
八
世
紀
～
十
九
世
紀

十
九
世
紀
後
半

十
九
世
紀
前
半

十
六
世
紀
代

十
八
世
紀
代

十
八
世
紀

十
八
世
紀
後
半

十
九
世
紀

十
七
世
紀
前
半

十
九
世
紀
前
半

十
九
世
紀
後
半

十
八
世
紀
後
半

～十雄
繹
町

十七ば
綱難
世半紀

十
九
世
紀

十
五
世
紀

時
　
　
期

底
部

大
窯
期

底
部

染
付
底
部

中
馬
街
道
筋

底
部

底
部

底
部
口
縁
部

底
部

（明
国
）

備

考
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ililil78 図
版

36 35 34 33 番号

白
磁
碗

伊
万
里
青
磁
碗

青
磁
碗

古
瀬
戸
灰
釉
内
は
げ
丸
皿

名

称

十
三
世
紀

十
七
世
紀
前
半

十
五
世
紀

十
六
世
紀
中
葉

時
　
　
期

口
縁
部
（元
国
）

底
部
（国
産
）生
焼

口
縁
部
（明
国
）

底
部
　
大
窯
Ｈ
期

備

考

四
　
ま
と
め

島
崎
遺
跡
は
前
述
し
た
堤
林
遺
跡
と
東
西
に
通
る
県
道
を
境
に
し
て
南
側
に

広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
た
め
に
、
地
質
の
状
態
は
堤
林
遺
跡
と
同
様
に

水
田
耕
土
直
下
に
地
場
層
が
あ
り
、
そ
の
下
に
砂
層
が
厚
く
覆
い
、
地
表
下

一

ｍ
位
で
、
湿
地
帯
と
な
り
、
水
が
湧
き
出
し
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
、
発
掘
調

査
を
実
施
し
た
初
日
の
結
果
か
ら
し
て
、
古
い
時
期
の
遺
構
の
存
在
は
な
い
も

の
と
思
っ
た
。
遺
構
の
存
在
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
中
世

。
近
世
の
遺
構
と
思

わ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
時
期
の
遺
構
は
砂
層
面
に
存
在
す
る
の
で
あ

ス
マ
つ
。
出
土
陶
磁
器
の
量
か
ら
察
し
て
、
中

。
近
世
の
遺
構
は
か
つ
て
は
相
当
数
存

在
し
た
と
、
想
定
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
時
期
の
遺
構
は
浅
い
面
に
構
築
さ
れ

て
い
た
た
め
に
、
水
田
造
成
や
水
田
深
耕
の
た
め
に
大
部
分
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

水
溜
め
遺
構
内
か
ら
内
耳
土
器
片
が
出
土
し
た
の
で
、
中
世
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
本
遺
構
の
用
途
は
日
常
生
活
の
共
同
用
水
水
汲
み
場
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
、
従
っ
て
、
付
近
に
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
村
落
が
存
在
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
遺
構
が
村
落
共
同
体
の
ど
の
場
所
に
位
置
し
て
い
る
か
は
、
単

独
な
検
出
の
た
め
に
、
そ
の
実
態
把
握
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。

土
器
と
し
て
は
勝
坂
期
と
内
耳
土
器
が
み
ら
れ
た
。
石
器
と
し
て
は
打
製
石

斧
と
独
猫
石
が
出
土
し
た
。
打
製
石
斧
は
勝
坂
期
の
も
の
、
独
猫
石
は
堤
林
遺

跡
と
の
関
連
か
ら
し
て
縄
文
晩
期
に
あ
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

出
土
陶
磁
器
類
の
中
に
、
鎌
倉
前
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
中
世
陶
磁

器
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
近
く
に
存
在
す
る
小
松
の
城
、
登
内
の
城
と

の
関
連
を
裏
付
け
、
二
つ
の
城
の
変
遷
を
物
語
っ
て
く
れ
る
確
実
な
資
料
と
な

り
う
る
で
あ
ろ
う
。
中
世
陶
磁
器
の
器
種
と
し
て
は
大
平
鉢
、
招
鉢
、
大
盤
、

皿
、
丸
皿
、
甕
等
々
の
日
常
雑
器
と
、
中
国
青
磁

・
白
磁
等
々
の
伯
来
高
級
品

が
出
土
陶
磁
器
総
数
の
約
５
％
の
割
合
で
出
土
し
て
い
る
。
日
常
雑
器
と
高
級

品
が

一
緒
の
場
所
で
出
土
し
て
い
る
事
例
か
ら
し
て
、
中
世
を
通
じ
て
、　
一
般

庶
民
の
集
落
で
は
な
く
て
、
土
豪
の
集
落
の
存
在
し
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
題
を
結
論
づ
け
る
に
は
、
兵
農
分
離
が
ど
の
程
度
ま
で

行
き
と
ど
い
た
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

近
世
陶
磁
器
類
は
出
土
陶
磁
器
総
数
の
九
十
五
％
を
占
め
て
い
る
。
従
っ
て

中
世
よ
り
も
、
近
世
の
方
が
集
落
の
活
動
が
激
し
か
っ
た
事
を
如
実
に
証
明
し

て
い
る
。
用
途
を
大
別
し
て
み
る
と
、
日
常
生
活
雑
器
と
、
祭
祀
用
器
と
が
あ

る
。
前
者
の
器
種
と
し
て
は
、
こ
ね
鉢
、
摺
鉢
、
碗
、
茶
碗
、
行
平
、
鍋
、
鉢

皿
、
後
者
の
器
種
と
し
て
は
仏
し
ょ
う
器
、
三
足
香
炉
、
燈
明
受
皿
、
香
炉
、

ヒ
ョ
ウ
燭
が
あ
る
。
祭
祀
用
器
類
の
多
い
の
は
近
く
に
あ
っ
た
宗
明
寺
と
の
関

係
で
あ
ろ
う
。

『伊
那
市
寺
院
誌
』
よ
り
宗
明
寺
の
由
来
に
つ
い
て
記
す
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
本
尊
は
十

一
面
観
世
音
菩
薩
坐
像

（仏
身
高
二
四
、
Ｏ
ｃｍ
、ムロ

-17-



座
高

一
九
、
Ｏ
ｃｍ
（蓮
華
座
）、
光
背
　
金
泥
舟
形
）。　
開
基
は
明
暦
二
年

（
一

六
五
六
）
法
印
宗
覚
代
。
開
基
当
時
は
狸
台
金
山
宗
明
寺
屋
敷
に
在
っ
た
が
元

禄
七
年

（
一
六
九
四
）
二
月
八
日
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。

宗
明
寺
の
由
来
に
つ
い
て
は
確
実
に
記
録
さ
れ
た
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
陶
磁
器
編
年
に
よ
っ

て
、
宗
明
寺
の
開
基
年
代
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
を
み
た
わ
け

で
あ
る
。

陶
磁
器
鑑
定
は
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
学
芸
課
長
柴
垣
勇
夫
氏
、
同
館
学
芸
員

井
上
喜
久
男
氏
、
仲
野
泰
裕
氏
に
依
頼
し
た
。
こ
こ
に
三
氏
に
対
し
、
厚
く
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
梅
雨
時
か
ら
土
用
中
の
酷
暑
に
か
け
て
、
地
熱
の
上
昇
す
る
地
面

に
立
ち
向
っ
て
、
ス
コ
ッ
プ
を

一
掘
り
、　
一
掘
り
、
動
か
し
、
地
中
の
埋
れ
た

庶
民
の
生
活
実
態
を
明
ら
か
に
せ
ん
が
た
め
に
、
発
掘
調
査
に
直
接
従
事
し
て

下
さ
っ
た
作
業
員
の
皆
様
、
及
び
調
査
に
献
身
的
に
協
力
下
さ
っ
た
各
位
に
対

し
、
厚
い
感
謝
を
心
か
ら
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

〔付
記
〕

中
世
遺
跡

。
中
世
城
館
跡

。
近
世
遺
跡
の
新
し
き
動
向
及
び
研
究
方
法
に
つ

い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
伊
那
市
地
域
で
も
、
大
規
模
開
発
に
よ
っ
て

中
世
の
一
般
遺
跡

。
墓
址

・
城
館
跡
等
々
の
発
掘
調
査
事
例
が
増
加
の
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
中
世
遺
跡

・
中
世
城
館
跡

。
近
世
遺
跡
よ
り
し
ば
し
ば
出
土
す

る
陶
磁
器
類
の
産
地
、
編
年
学
的
研
究
は
進
歩
し
、
現
段
階
で
は
熱
残
留
磁
気

測
定
法
に
基
づ
い
て
、
四
半
世
紀
の
編
年
組
み
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
後

は
、
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
に
、
さ
ら
に
、
編
年
の
細
分
化
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る
こ

と
は
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
中

。
近
世
遺
跡
を
題
材
に
し
た
展
示
会
や
展
覧
会
が
各
所
で
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
塚
政
美
）
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図版 1 遺跡地を北側より眺む
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図版 2



図版 3 発掘調査終了後のグリット

図版 4 発掘調査終了後のグリット
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図版 5 発掘風景
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図版 6 水溜め遣構



図版 7 陶器出土状況

図版 9 陶器出土状況

図版 8 陶器出土状況

図版‖ 磁器出土状況 図版12 独猫石出土状況
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5

図版13 出土陶磁器
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11

図版 14 出土陶磁器
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17

図版15 出土陶磁器
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23

図版16 出土陶磁器

-26-



29

図版17 出土陶磁器



35

図版 :8 出土陶磁器



堤林・島崎遺跡緊急発掘調査報告書

昭和61年 3月 10日  印刷

昭和61年 3月 15日  発行

発行所 長野県伊那市教育委員会

印刷所 ほおず き書籍株式会社




